


「 厚ネオマフォーム外張り工法施工標準」をご利用の前に

１、本施工標準の主旨

本施工標準（以下「本書」という）は、 厚ネオマ®フォーム外張り断熱工法による

住宅の建設にあたり、建築設計事務所および建築施工会社において、ネオマ®フォームの

設計・施工・管理に必要な標準施工の方法が示されています。事前に本書を良くお読み

の上、正しくご使用ください。

２、ネオマフォーム取り扱い注意事項および安全に関するご注意

ネオマ®フォームは旭化成独自の技術により、耐熱性のあるフェノール樹脂を発泡させた、

両面ポリエステル不織布張りの高性能フェノールフォームです。ご使用にあたっては、

特に下記の点にご注意ください。

①使用環境に関する注意

・常時、水分に接するような使用（基礎の外側・土中・水蒸気が多量に発生する環境等）

は避けてください。

・常時高温（ ℃以上）で使用した場合は、熱伝導率等の物性の低下をきたします。

②保管・運搬時に関する注意

・保管には直射日光のあたる場所、水分の接する場所は避けてください。

・保管は養生シート等で覆い、ロープ掛け等の飛散防止処置を行ってください。

・鋭角な器物との衝突や角当ては、損傷の原因になりますので避けてください。

③施工時、作業時の注意

・局部荷重や衝撃により割れることがありますので、施工時には下地のない箇所には

乗らないようにしてください。

・強風下での施工は風にあおられやすいので行わないでください。

④粉塵注意

・切断時には粉塵が発生しますので、切断器具には集塵装置を設けてください。また、

作業者は正規の作業服を着用の上、防塵マスク、防護メガネ等の使用をお願いします。

・狭い場所で多量の切断作業を行う場合は、十分な外気の導入を行うとともに、粉塵量

を低下させてください。

・ネオマフォームの粉塵には健康上の有害性は認められていませんが、目に入った場合

はこすらないで流水で洗浄してください。

また、吸引した場合は、うがい等を行い粉塵を洗い出してください。

⑤火気注意

・ネオマフォームは炎にあてると炭化する性質があります。輸送・保管・施工にあたっ



ては、火気にご注意ください。特にネオマフォームの粉塵には火が移りやすくなりま

すので、ご注意ください。

・燃やした際に、アンモニア臭が発生しますが、人体に有害なレベルの量ではありませ

ん。

⑥変色注意

・ネオマフォームは紫外線により変色しますので、保管中や施工中は、養生するなど配

慮してください。なお、変色による著しい性能低下は認められていません。

⑦廃棄時の注意

・「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に基づき許可を受けた業者で適正な処分を行っ

てください。圧縮、粉砕等を行う場合は、閉空間での作業を避け、十分な通風を確保

したうえで、火気に注意して行ってください。

注１）本書に掲載の商品は、各商品の設計・施工に関する専門知識・技術が必要であ

り、所定の教育を受けた技術者による設計・施工を原則としております。

実施にあたっては、これら専門業者の方による実施をお願いします。

注２）特殊な取扱いをされる場合は、用途・用法に適した安全対策を実施の上、

ご使用ください。また、記載内容は現時点の資料・データに基づいて作成して

おり、新しい知見により改訂されることがあります。

３、ご注意とお願い

●仕様・外観・施工法等は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

●印刷物と実物とは多少外観が異なることがありますので、あらかじめご了承ください。

４、本施工標準で使用している数値

●本書で示した数値は、設計値（標準設定値）であり、絶対値や保証値ではありません。

また、製品の許容差は、特記なき限り本書では取扱いません。

５、本施工標準以外の技術資料等

●本書以外の技術的見地は、下記の技術資料によるものとします。

・建築基準法、同施行令

・関連する国土交通省（旧建設省）告示

・住宅金融支援機構 工事仕様書

・住宅性能表示制度評価方法基準、技術解説

・住宅の省エネルギー基準の解説

（財団法人 建築環境・省エネルギー機構 発行）

・発泡プラスチック断熱材による外張断熱工法施工のポイント



（発泡プラスチック外張断熱協会 発行）

６、気密性確保のための気密材と施工について

省エネ基準・評価方法基準 等級 ともに、Ⅰ地域では気密性能

（相当隙間面積 値 ： ㎡ ㎡以下）が確保されていることが前提の基準です。

気密材と施工方法につきましては、 財 建築環境･省エネルギー機構 発行

｢住宅の省エネルギー基準の解説 第 版 ｣でご確認ください。

【免責事項】

①本施工標準に記載した取扱い注意事項が行われず発生した不具合

②設計者、施工業者等使用者の指示した仕様・施工方法に起因する不具合

③設計者、施工業者等から支給された材料・部品に起因する不具合

④施工業者による施工、取扱いに起因する不具合

⑤建物の構造・下地の変形・老朽化や外部からの衝突等、弊社の製品以外の外的要因に

より発生した不具合

⑥使用者もしくは第三者の故意または過失による不具合

⑦引き渡し後、構造・性能・仕様等の改変を行い、これに起因する不具合

⑧瑕疵を発見後すみやかに届けがされなかった場合

⑨開発・製造・販売時に通常予想される環境等の条件下以外における使用・保管・輸送

等に起因する不具合

⑩地震・台風等の天災、火災等の特殊要因が原因になり発生した不具合

以上



施工標準図 図番一覧表

頁

図番 ［天井断熱＋壁外張り＋床充填］仕様例 ・・・

図番 ［屋根外張り＋壁外張り＋基礎断熱］仕様例 ・・・

図番 壁一般部 ・・・

図番 開口部周りの気密防水テープの貼り方 ・・・

図番 出隅部 ・・・

図番 入隅部 ・・・

図番 天井～壁取合部 ・・・

図番 屋根～壁取合部（たる木を軒で止める場合） ・・・

図番 屋根～壁取合部（キャンティたる木） ・・・

図番 ［天井断熱＋壁外張り＋床充填］仕様例 ・・・

図番 ［屋根外張り＋壁外張り＋基礎断熱］仕様例 ・・・

図番 壁一般部 ・・・

図番 開口部周りの気密防水テープの貼り方 ・・・

図番 出隅部 ・・・

図番 入隅部 ・・・

図番 天井～壁取合部 ・・・

図番 屋根～壁取合部（たる木を軒で止める場合） ・・・

図番 けらば部 ・・・

＜設計上の注意事項＞

本書に示す、納まり、取付けビスのピッチ等は、「外装材重量 ２４ 以下」であることを

前提としております。

これを超える場合は、別途弊社までお問い合わせいただくよう、お願いいたします。
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枠組工法
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